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Elémentaire Leçon3-3 （初級 3-3） 

Voici une serviette.                                                   

(ここにタオルがあります。3-3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L'objectif de cette leçon （このレッスンの目的） 

 ・疑問文の作り方について学習します。 
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Maiko： えーっと…タオルはありますか？ 

Carole： そこにあるわよ。 

Maiko： 石鹸はありますか？ 

Carole： ここに化粧石鹸があって、あそこにシャワージェルとシャンプーとリンスがあるわ。 

Partie 1 ～ La conversation（会話） ～ 

※Révisions de la partie 1 de l’élémentaire 3 (初級 3、会話の復習) 

 

 

 

 

Maiko： ★1 Euh… Avez-vous une serviette de toilette? 

Carole： ★2 Voilà une serviette de toilette. 

Maiko： ★3   Avez-vous un savon? 

Carole： ★4   Voici un savon ou voilà du gel douche, du shampoing  

 
 

et de l’après-shampoing. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師が「★1（lisez étoile un）」などと指示を出しますので、まずは自分で読んでみましょう。その後、

講師が正しい読み方で発音しますので、真似してください。 

（先に講師が読む場合があります。その場合は、講師の発音をしっかり聞き、リピートしましょう。） 



Copyright©Frantière All rights reserved 

Partie2 ～ Grammaire（文法） ～ 

疑問文の作り方を学びましょう。 

文法に関する説明は、事前に読んで学習し理解しておきましょう。 

 

 

（Le professeur se contente d’indiquer l’endroit où commencer la lecture,(Par exemple ★5 : lisez étoile  

 

疑問文（La phrase interrogative） 

初級 2で少し触れましたが、フランス語の疑問文は、主に 3通りの作り方があります。 

疑問の場合、文末は上げて読みます。この章では②、③についてしっかりと学習しましょう。 

【話し言葉】 ① 主語＋動詞＋～↗？ 

平叙文の語順のまま、文末のイントネーションを上げて読みます。 

★5例：Vous voulez du vin? (あなたはワインが欲しいですか？) 

【話し言葉】 ② est-ce que＋主語＋動詞＋～↗？ 

主語＋動詞の文頭に est-ce que(qu’)をつけます。 

est-ce queには、特に意味がありません。疑問文であることの目印だと考えてください。 

★6例：Est-ce que vous voulez du vin? (あなたはワインが欲しいですか？) 

◆est-ce que疑問文を作る際の注意点 

1. est-ce queの後に続く主語が母音または無音の hで始まる場合、queがエリジオンして【qu’】の形になりま

す。 

★7例：Est-ce qu’il est Japonais? (彼は日本人ですか？) 

★8 【練習問題～Exercices～】 

講師が肯定文を言いますので、est-ce que疑問文に変えて質問してください。 

講師が écrivez と言ったら、チャットにスペルを記入しましょう。 

例：講師《Je veux du vin.》 →生徒《Est-ce que vous voulez du vin?》 

【書き言葉】 ③ 動詞‐主語 ＋～↗？ 

主語と動詞を倒置させます。（倒置した動詞と主語の間に‐を入れます。） 

★9例：Voulez-vous du vin?  (あなたはワインが欲しいですか？) 

◆倒置疑問文を作る際の注意点 

1. 固有名詞は倒置できないため、文頭に置き、主語人称代名詞で受ける。 

  Clara veut du vin. →★10 Clara veut-elle du vin?  （クララはワインが欲しいですか？） 

2. ‐er 型規則動詞、avoir（持つ）、aller（行く）の 3 人称単数形の倒置疑問文の場合は、動詞と主語の間に t

を入れる。この tは意味を持たない。 

  Elle a du vin. →★11 A-t-elle du vin?（彼女はワインを持っていますか？） 

  Clara a du vin.  →★12 Clara a-t-elle du vin?（クララはワインを持っていますか？） 

★13 【練習問題～Exercices～】 

講師が肯定文を言いますので、倒置疑問文に変えて発音してください。 

講師が écrivez と言ったら、チャットにスペルを記入しましょう。 

例：講師《Je veux du vin.》 →生徒《Voulez-vous du vin?》 

講師が「★5 (lisez, étoile cinq)」などと指示を出しますので、まずは自分で読んでみましょう。 

その後、講師が正しい読み方で発音しますので、真似してください。 
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Partie3 ～ Exercices（練習問題） ～ 

A ：以下の日本語を、フランス語にして読みましょう。講師が écrivez と言った場合は、チャットにスペルを記入し

ましょう。 

★14 彼女は彼の妹（姉）ですか？いいえ、彼女は私の妹（姉）です。彼女の名前は Sachiです。 

★15  Brianはタオルを持っていますか？（est-ce que疑問文で答えましょう） 

★16  Adrienはタオルを持っていますか？（倒置疑問文で答えましょう） 

★17 (Mr.A)それはシャンプーですか？ 

 (Mr.B)いいえ、これはリンスです。あれがシャンプーですよ。 

★18 【書き言葉で】そのバスタオルは日本産ですか？ 

 

★19 B：講師がこれから言う単語や文章を聞き取り、チャットに書いてください。講師が正解とつづりをチェックし

ます。 


